


ん
に
は
、「
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
の
こ
と
を
皆
で
考
え
る
」
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
一
昨
年
は
、
自
殺
者
が
ゼ
ロ
で
し
た
。

昨
年
は
、
残
念
な
が
ら
自
殺
者
が
１
名

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
万
人
規
模
の

自
治
体
で
、
こ
ん
な
に
自
殺
者
が
少
な

い
の
は
珍
し
い
そ
う
で
す
。
自
殺
予
防

に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
感
謝
!!
そ
し
て
、
地
域
全
体
が
明
る

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
影
響 

し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

・
猟
友
会
の
皆
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
命
が
け
の
ク
マ
の
駆
除
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。「
冬
季
間
は
ク
マ
の
足
跡

を
追
い
か
け
、
春
先
ま
で
駆
除
を
行
う
」

と
の
力
強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
拍

手
!!
男
鹿
半
島
は
、
男
鹿
島
と
い
っ
て

も
よ
い
地
形
で
す
。
最
近
ま
で
ク
マ
は

い
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
一
番
や
り

や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
男
鹿
か
ら

ク
マ
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

業
の
見
本
と
な
る
よ
う
に
働
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
、「
公
務
員
と
し
て
何
を

成
し
遂
げ
て
い
く
か
？
」
を
自
分
に
問
い

続
け
、
農
業
・
漁
業
・
観
光
・
建
設
・
福

祉
な
ど
、
市
民
が
幸
せ
に
な
る
仕
事
を
す

る
べ
き
で
す
。

自
己
研
鑽
・
人
格
陶
冶
は
、
仕
事
場
だ

け
で
な
く
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
他
人
に

言
わ
れ
な
く
て
も
、
自
ら
や
る
姿
勢
を
身

に
付
け
、
全
職
員
が
「
私
が
男
鹿
を
支
え

て
い
る
」
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
仕
事
に

打
ち
込
む
よ
う
精
進
し
ま
し
ょ
う
。

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
が
い

な
い
こ
と
も
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。「
地
域
の
衰
退
に
繋
が
る
」
と
の

発
言
で
し
た
。
12
月
の
委
嘱
状
伝
達
式

で
は
、
消
防
団
・
町
内
会
役
員
・
婦
人

会
な
ど
、
地
域
の
い
く
つ
も
の
役
職
を

兼
務
し
て
い
る
人
が
多
く
驚
き
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
市
民
の
皆
さ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
の
仕
事
に
は
大
義
が
あ
る
。
一
生

を
か
け
て
取
り
組
み
、
成
し
遂
げ
る
！
」

と
い
う
若
者
が
、
昨
年
、
何
人
も
男
鹿
を

訪
れ
ま
し
た
。
30
代
の
若
者
た
ち
が
、
ど

う
覚
悟
し
て
、
こ
ん
な
使
命
感
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、
非
常
に
気
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
努
力
、
打
ち
込
み
よ
う
は
、

半
端
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も

大
義
を
語
り
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
と
、

私
心
の
な
い
「
利
他
」
の
行
動
で
す
。

「
企
業
市
民
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
社
会
問
題
の
解
決
を
行
政
だ
け
に
任

せ
な
い
で
、
企
業
も
地
域
の
一
員
と
し
て

取
り
組
む
と
い
う
も
の
で
す
。
利
益
を
超

え
て
社
会
の
課
題
に
応
え
る
と
い
う
姿
に

は
感
心
し
ま
す
。

12
月
議
会
で
人
件
費
の
こ
と
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
人
件
費
を
値
上
げ
す
る

分
、
市
役
所
の
職
員
は
、
男
鹿
市
内
の
企
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「
な
ま
は
げ
の
里
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
と

い
う
高
い
理
念
を
掲
げ
、
市
民
を
幸
福
に

す
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
ず
は
、

「
誰
も
見
て
い
な
く
て
も
悪
い
こ
と
は
し

な
い
。
礼
儀
正
し
い
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
」

な
ど
の
人
柄
を
育
む
「
非
認
知
能
力
の
向

上
」
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

男
鹿
は
、
景
色
が
い
い
・
食
べ
物
が
美

味
し
い
・
な
ま
は
げ
の
道
徳
が
あ
る
。
し

か
し
、
「
一
番
い
い
の
は
お
も
て
な
し
の

心
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
も

の
で
す
。

今
年
は
、
男
鹿
駅
前
に
待
望
の
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
パ
ッ
ク

ご
飯
工
場
・
陸
上
養
殖
の
本
格
稼
働
も
楽

し
み
で
す
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
工
場
・
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
事

務
所
も
船
川
港
に
で
き
ま
す
。
広
告
代
理

店
も
来
ま
す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
着
工

し
ま
す
。

男
鹿
半
島
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
観
光
地
も
多
く
あ
り
ま
す
。

今
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
子
々

孫
々
に
「
男
鹿
に
住
み
た
い
、
男
鹿
で
一

生
を
終
え
た
い
、
男
鹿
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
思
わ
れ
る
モ
ノ
を
遺
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

「
よ
い
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
!!
」

市
役
所
職
員
の
使
命

仕
事
を
成
し
遂
げ
て
往
生
す
る
！

市
民
の
た
め
に
頑
張
る
人
た
ち

龍
と
な
れ
　
雲
自
ず
と
き
た
る

無
尽
蔵
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
男
鹿



令和８年１月号３

市内運行事業者一覧

秋田観光バス
（潟西線）

浮田産業交通
（男鹿中線・安全寺線・入道崎線・

男鹿北線・加茂線）

船川タクシー
（おがぐる※一部）

秋田中央トランスポート
（五里合線・船越線・男鹿南線・おがぐる※一部）

とってもお得な路線バス

公共交通は、みなさんの「利用」が支えています

男鹿市内の路線バスは、すべて一乗車200円です。

例えば、男鹿北線では男鹿駅から男鹿水族館まで

200円でご利用できます。

１か月に10回以上利用する方は、「共通乗車券」

がさらにお得です。

共通乗車券をご利用いただ

くと、市内の路線バスはすべ

て乗り放題になります。

乗り継ぎしての利用など、

利用すればするほどお得です。

市内の路線バスは、通院や買い物、通勤・

通学など、日々の暮らしを支える大切な移動

手段です。近年は利用者が増えている路線も

あり、地域の足としての役割が改めて見直さ

れています。

一方で、人口減少や少子高齢化が進む中、

公共交通をみんなで支え、育てていくことが

これまで以上に大切になっています。

まずは、月に１回からでも、バスに乗って

みませんか。その１回のご利用が、地域の交

通を守り、未来へつなぐ力になります。

みなさんのご利用が、男鹿の公共交通を支

えています。

公共交通からのお願い

●一般車両の方へお願い

バス停留所以外でも停車する場合があります。車

間距離を十分にとって、追突事故の防止にご協力く

ださい。また、冬道は雪で路幅が狭く、滑りやすく

なりますので、無理な追越しはしないようご協力を

お願いします。

●路線バスご利用の方へお願い

冬の急停車は大変危険ですので、降りる際は余裕

をもって運転手にお知らせください。また、停車す

るまで席から立ち上がらないようお願いします。

１か月：2,000円
３か月：5,000円
６か月：8,000円

問い合わせ／男鹿市地域公共交通活性化協議会事務局（男鹿市企画政策課内） 0185－24－9122



ら
、
消
防
体
制
の
更
な
る
強
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

令
和
８
年
４
月
か

が
広
域
化
し
ま
す
。

を
図
る
た
め
、
消
防
がは

消
防
広
域
化
と
は消

防
本
部
と
湖

現
在
の
男
鹿
地
区

統
合
し
、
広
域

東
地
区
消
防
本
部
を

的
な
消
防
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

的
な
消
防
体
制
を
構

近
年
の
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災

害
や
事
故
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
広
域
化
に
よ
っ
て
、
消

防
体
制
の
強
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

令
和
６
年
７
月
１
日
に
男
鹿
市
・

潟
上
市
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
・
大

潟
村
で
、
消
防
広
域
化
の
た
め
の
任

意
協
議
会
で
あ
る
「
男
鹿
・
湖
東
地

区
消
防
広
域
化
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
協
議
会
に
お
い

て
、
消
防
広
域
化
に
必
要
と
な
る

四
十
三
項
目
を
協
議
し
、
令
和
７
年

10
月
に
「
広
域
消
防
運
営
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
令
和
８
年
１
月
１
日
に

５
市
町
村
に
よ
る
消
防
に
関
す
る
新

た
な
一
部
事
務
組
合
と
な
る
「
男
鹿

潟
上
南
秋
消
防
組
合
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
今
後
、
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
、
新
た
な
消
防
本
部
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

消防を取り巻く 状況

広
域
化
で
つ
な
ぐ
地
域
の
安
全

広

㎢ ㎢



▽
初
動
体
制
、
増
援
体
制
の
強
化

保
有
す
る
部
隊
数
が
増
え
る
た
め
、
災
害
や

事
故
へ
の
対
応
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

▽
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

管
轄
境
界
付
近
へ
の
出
動
に
つ
い
て
、
現
場

到
着
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
現
場
活
動
人
員
の
増
強

本
部
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
生
じ
た
人
員
を

現
場
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
現
場
体
制
が
強
化

さ
れ
ま
す
。

▽
消
防
業
務
の
高
度
・
専
門
化

通
信
指
令
業
務
や
予
防
業
務
等
の
担
当
職
員

の
高
度
化
、
専
門
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

▽
消
防
財
政
の
効
率
化

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
、
行
財
政
運
営

の
効
率
化
、
経
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
ま
す
。

消
防
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト

広域化後の  　　　　　など組織体制
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国
の
総
合
経
済
対
策
で
は
、
食
料

品
等
の
物
価
高
へ
の
対
応
が
柱
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
が

取
り
組
む
「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

を
大
幅
に
拡
充
す
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

本
市
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
原
材

料
費
の
高
騰
や
物
流
費
、
人
件
費
の

上
昇
な
ど
長
引
く
物
価
高
に
加
え
、

気
象
災
害
や
ク
マ
の
異
常
出
没
が
市

民
生
活
や
企
業
の
事
業
活
動
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
足
元
の
状
況
を
踏
ま
え
、

市
と
し
ま
し
て
は
、
時
機
を
逸
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
国
の
経
済
対
策
に

係
る
補
正
予
算
の
成
立
を
待
た
ず
に
、

灯
油
購
入
費
や
福
祉
・
介
護
施
設
へ

の
助
成
、
観
光
宿
泊
業
や
農
業
・
漁

業
の
経
営
継
続
に
向
け
た
支
援
対
策

費
に
つ
い
て
、
今
定
例
会
の
補
正
予

算
案
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
あ
と
、
国
の
食
料
品
の
特
別

枠
や
子
育
て
応
援
手
当
の
内
容
が
明

ら
か
に
な
り
次
第
、
追
加
の
対
策
に

つ
い
て
も
検
討
を
急
ぎ
、
市
民
生
活

や
市
内
経
済
を
下
支
え
し
て
ま
い
り

ま
す
。

県
内
で
は
、
11
月
末
時
点
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
４
名
を
含
め
、
人
身
被

害
が
66
件
に
上
っ
て
お
り
、
日
々
の

暮
ら
し
や
経
済
活
動
が
脅
か
さ
れ
る

異
常
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
幸
い
、

人
身
被
害
は
な
い
も
の
の
、
本
市
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
目
撃
情
報

が
95
件
と
昨
年
の
８
件
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
市
民
生
活
の
様
々
な

場
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
庁
内
に
「
ク
マ
被
害
対

策
会
議
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

箱
わ
な
の
追
加
購
入
や
緊
急
銃
猟
時

の
防
具
の
整
備
、
撃
退
用
ス
プ
レ
ー

等
の
配
布
な
ど
、
速
や
か
に
実
施
す

る
必
要
の
あ
る
予
算
を
専
決
処
分
し

た
ほ
か
、
危
険
に
晒
さ
れ
な
が
ら
連

日
現
場
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
猟
友

会
の
方
々
の
精
神
的
・
肉
体
的
負
担

に
少
し
で
も
報
い
る
た
め
、
出
動
報

酬
等
の
大
幅
な
引
上
げ
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
各
学
校

に
お
け
る
登
下
校
の
送
迎
を
保
護
者

に
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
は
学
校
の
玄
関
先
で
の
乗
降
に

加
え
、
児
童
生
徒
を
自
宅
近
く
ま
で

送
迎
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
被
害
防
止
に
向
け
で

き
る
限
り
の
対
応
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
が
、
よ
り
根
本
的
な
対
策
、

中
長
期
を
見
据
え
た
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
の
積
極
的
な
関
与
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
財
政
支
援
は
も
と
よ
り
、

個
体
数
管
理
の
強
化
や
ガ
バ
メ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
を
含
め
た
人
材
の
確
保
・

育
成
、
河
川
敷
の
や
ぶ
払
い
等
へ
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
強

く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
行
の
総
合
計
画
の
推
進
期
間
が

今
年
度
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
を
推

進
期
間
と
す
る
次
期
総
合
計
画
に
つ

い
て
、
市
民
の
代
表
や
有
識
者
か
ら

な
る
総
合
計
画
策
定
協
議
会
等
で
の

議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
期
計
画
に
お
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
標
と
し
て
「
将
来
人
口
」

「
市
民
所
得
」「
市
民
幸
福
度
」の
３
つ

を
掲
げ
、
10
年
後
に
維
持
す
る
将
来

人
口
を
明
示
し
、
市
民
１
人
当
た
り

の
所
得
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
、
市
民

の
幸
福
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

「
人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た
元
気

で
心
豊
か
に
暮
ら
す
男
鹿
」を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
経
済

情
勢
に
即
し
た
計
画
づ
く
り
、
実
効

性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
と
と
も
に
、

市
民
の
声
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
重
視
し
、
市
議
会
か
ら
の

ご
指
摘
を
は
じ
め
、
市
政
懇
談
会
や

市
長
と
若
者
と
の
意
見
交
換
会
で
の

意
見
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を

踏
ま
え
、
３
月
の
定
例
会
に
最
終
案

を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
政
報
告

男
鹿
市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
12
月
２
日

か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

菅
原
市
長
が
行
っ
た
市
政
報
告
の
中
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
内

容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防
止

対
策
に
つ
い
て

国
の
経
済
対
策
に
対
応
し
た

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

次
期
総
合
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て



４．総合計画（重点取組政策）に基づく事業

ふるさと納税返礼事業 126,587千円
「令和７年産米」や「パックごはん」への寄
附者ニーズが拡大しているため、返礼に要す
る経費を補正します。

拡 男鹿地区消防一部事務組合負担金 18,267千円
消防広域化に向け、システム整備等に要する
初期費用に係る負担金等を措置します。

継

２．ツキノワグマの被害防止対策

鳥獣被害防止対策事業
【４号補正】 6,419千円
捕獲関係者の安全確保に必要な備品等の整備
と捕獲態勢を強化します。

【５号補正】 5,770千円
猟友会の負担が増大しているため、クマ対応
に係る報償費を増額します。
・捕獲慰労金１頭５万円

令和８年１月号７

男鹿市議会 12月定例会

一般会計補正予算（第４号～第６号）の主な概要について

１．経済対策に対応した物価高騰対策

物価高騰対策おが市民生活応援事業
222,196千円

①市民応援プレミアム付商品券（118,500千円）
食料品を中心とした家計の負担を軽減する
ため、プレミアム付商品券を発行します。
・プレミアム率20％（１セット１万円→１万２千円）
・発行数５万セット
・販売開始　令和８年４月（予定）

②食品価格高騰給付金　　 （103,696千円）
特に家計への影響が大きい低所得世帯に対
し、給付金を給付します。
・非課税世帯、均等割のみ課税世帯等
１世帯２万円　

物価高対応子育て応援手当給付事業
40,915千円

子育て世帯の生活を支援するため、応援手当
を給付します。
・18歳以下の児童１人２万円

灯油等購入費助成金助成事業 27,695千円
特に家計への影響が大きい低所得世帯を対象
に灯油等購入費を助成します。
・非課税世帯等１世帯６千円

介護保険施設等物価高騰対策事業
34,541千円

食材料費や光熱水費等の一部を県と協調して
助成するとともに、衛生用品等の購入費の一
部を助成します。

障害者支援施設等物価高騰対策事業
11,717千円

町内会活動支援事業　　　　　 2,471千円
集会施設の光熱費等の負担増の中、安定的な
地域活動を促進するため、町内会等に支援金
を給付します。

緊急冬季観光誘客促進事業 50,137千円
冬季における宿泊需要の喚起及び周遊観光を
促進するため、プレミアム付宿泊助成券を配
布します。

宿泊施設経営力強化支援事業　 15,500千円
冬季誘客の促進や人材確保のための設備投資
等の取組に対し補助します。

中小企業省エネ対策等支援事業 25,000千円
新たな取組や高効率等に資する設備の導入・　　
更新に対し助成します。

スマート農機導入支援事業　 30,000千円
省エネや作業の効率化に資するスマート農機
の導入費用の一部に対し助成します。

畜産経営安定緊急対策事業　 6,140千円
畜産農家に対し、再生産に必要な素牛導入及
び子牛出荷に係る費用の一部を助成します。

漁業経営物価高騰対応経営継続支援事業
27,300千円

漁業用の燃油・資機材等の価格高騰分の一部
を助成します。

漁業経営緊急設備導入支援事業 2,500千円
漁業者等に対し、燃費・生産性向上が図られ
る機器や施設整備に係る経費の一部を助成し
ます。

３．異常気象による被害対策

令和７年農作物災害復旧支援事業 14,441千円
（債務負担行為 2,937千円）
今春からの異常気象により被害を受けた農業
者の経営継続に向けた取組に対し支援を行い　
ます。

新拡

新

新

新

新

新

新

拡

継

継

継

新

拡

新
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ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
　

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た▲船川第一小学校入学式の様子

▲協定締結式の様子

11
月
18
日
、
男
鹿
海
洋
エ
リ
ア
に
お
け

る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
秋
田
支
店
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
海
藻
類
に
二
酸
化
炭
素

を
蓄
積
さ
せ
る
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
に

よ
る
温
暖
化
対
策
の
実
証
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮

城
事
業
部
と
男
鹿
な
ま
は
げ
魚
工
房
、
県

漁
業
協
同
組
合
、
県
立
大
学
、
県
お
よ
び

本
市
の
６
者
で
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
、
市
は
海
藻
に
よ
る
「
Ｊ
ブ
ル
ー

ク
レ
ジ
ッ
ト
」
の
認
証
取
得
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

男
鹿
市
福
祉
・
介
護
事
業
所
等
　

連
絡
協
議
会
が
発
足
し
ま
し
た

▲初開催された連絡協議会の様子

11
月
25
日
、
男
鹿
市
福
祉
・
介
護
事
業

所
等
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
、
同
日
に
男

鹿
市
役
所
で
初
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
合
に
は
市
内
の
28
事
業
所
が
参
加
し
、

発
災
時
に
お
け
る
連
携
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
内
の
福
祉
・
介
護

事
業
所
が
災
害
対
応
の
連
携
等
を
目
的
に

設
立
さ
れ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
を

含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
発
災

時
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
協
力
関
係
の
構
築
は
、
地
域
課
題
解

決
や
人
材
育
成
、
業
務
効
率
化
な
ど
の
面

で
も
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

男
鹿
潟
上
南
秋
消
防
組
合
設
立
に
関
す
る
　

協
議
書
を
締
結
し
ま
し
た▲署名した協議書を手に並ぶ５市町村の首長

旧
「
夕
陽
温
泉
Ｗ
Ａ
Ｏ
」
を
活
用
！

陸
上
養
殖
施
設
の
安
全
祈
願
祭
開
催

▲タマカイに餌を与える男鹿なまはげ魚工房
澤村社長（右）と菅原市長（左）

11
月
28
日
、
男
鹿
な
ま
は
げ
魚
工
房
に

お
い
て
、
養
殖
用
の
大
規
模
水
槽
設
置
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祈

願
祭
に
は
出
資
企
業
の
関
係
者
ら
約
20
人

が
参
加
し
、
工
事
の
安
全
と
事
業
の
成
功

を
祈
願
し
ま
し
た
。

Ｎ
Т
Т
東
日
本
な
ど
が
出
資
す
る
同
社

は
、
旧
「
夕
陽
温
泉
Ｗ
Ａ
Ｏ
」
を
活
用
し
、

Ｉ
Ｃ
Т
を
導
入
し
た
閉
鎖
循
環
式
陸
上
養

殖
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高
級
魚
タ
マ
カ
イ
の

養
殖
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
既
に
約
１
４
０

匹
の
実
証
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
社
で
は
２
０
２
７
年
夏
の
初
出
荷
を
目

指
し
て
お
り
、
安
定
供
給
や
品
質
向
上
な

ど
水
産
業
の
課
題
解
決
、
地
域
活
性
化
の

新
た
な
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

11
月
25
日
、
男
鹿
潟
上
南
秋
消
防
組
合

設
立
に
関
す
る
協
議
書
調
印
式
が
、
サ
ン

ル
ー
ラ
ル
大
潟
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
消
防
組
合
設
立
に
関
す
る
協
議

書
に
は
、
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
八
郎
潟
町

・
井
川
町
・
大
潟
村
の
５
市
町
村
の
首
長

が
署
名
し
、
新
消
防
組
合
管
理
者
に
は
本

市
の
菅
原
市
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

菅
原
市
長
は
「
新
消
防
組
合
の
設
立
は
、

消
防
・
救
急
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
面
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
５
市
町
村
が
集
ま
っ

て
色
々
な
話
や
交
流
が
で
き
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
。
み
ん
な
で
心
を
合
わ
せ

て
、
新
組
合
に
魂
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。



令和８年１月号９

新
ソ
バ
の
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら

▲初めての方も上手に蕎麦を打つことができました

11
月
５
日
、
五
里
合
振
興
会
主
催
の

「
田
舎
暮
ら
し
満
喫
―
体
験
・
情
報
発
信

事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
そ
ば
打
ち
体
験

講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
に
も
ソ
バ
を
栽
培
し
て
い
る
農
業

法
人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
新
ソ

バ
を
使
っ
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
蕎
麦
打

ち
を
何
年
か
前
に
一
度
体
験
し
た
こ
と
が

あ
る
方
も
初
め
て
の
方
も
全
員
が
蕎
麦
の

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
で
打
っ
て
食
べ
る
蕎
麦
は
、
太
さ

が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
り
食
べ
た
と
き
の
硬

さ
が
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
た
り
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
い
も
の
で
す
。

（
五
里
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長

伊
藤
）

「
地
域
食
堂
か
め
り
あ
」
を
開
催

12
月
５
日
、
孤
食
を
防
ぎ
、
地
域
交
流

を
深
め
る
「
地
域
食
堂
か
め
り
あ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
だ

ま
こ
鍋
と
３
種
の
副
菜
に
デ
ザ
ー
ト
付
き

と
豪
華
。
参
加
者
同
士
の
会
話
も
弾
み
、

「
久
し
ぶ
り
」、「
ま
め
で
だ
が
」
の
声
が

響
き
ま
す
。

美
味
し
い
だ
ま
こ
鍋
は
、
お
代
わ
り
を

す
る
方
も
。
デ
ザ
ー
ト
の
ケ
ー
キ
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
手
で
一
口
大
の
ス
ポ
ン
ジ
に
生

ク
リ
ー
ム
と
フ
ル
ー
ツ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
帰
る
前
に
次
回
の
開
催
確

認
と
、「
ま
た
来
よ
う
ね
」
と
約
束
を
交
わ

し
て
い
ま
し
た
。

（
椿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
　
鎌
田
）

まちの HOT NEWS

お近くの話題や催しの情報をお寄せください。 企画政策課　企画広報班　三浦・船木　　24－9123

▲会話と食事を楽しむ参加者

▲講演する山中氏

12
月
６
日
、
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ

代
表
取
締
役
山
中
大
介
氏
の
講
演
会
を
男

鹿
市
民
文
化
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
「『
地
方
の
希
望
で
あ
れ
』
〜
地

域
の
未
来
を
ひ
ら
く
、
新
し
い
経
済
創
出

へ
の
挑
戦
〜
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た

だ
き
、
約
２
７
０
名
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
山
中
氏
は
「
地
方
は
成
長

を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
成
長
を
し

て
行
く
か
ら
こ
そ
現
状
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
成
長
す
る
こ
と
は
生
物
の
宿
命
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
は
「
地
方
の
希
望
」
で
あ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
く
」
と
語
り
ま
し
た
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
「
人
づ
く
り
」
応
援
事
業

山
中
大
介
氏
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

100歳のお誕生日を迎えられ、市から

顕彰状と敬老祝金、花束が贈られた方を

ご紹介します。

これからもますますお元気で！

祝１００歳

ご長寿おめでとうございます

▲加藤こうさん（脇本）



送
信
（
提
出
）
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

生
命
保
険
料
控
除
の
情
報
を
申
告
書
に
自

動
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療
費
控

除
の
明
細
書
、
医
療
費
の
お
知
ら
せ
、
保

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か

る
も
の

※「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」を
必
ず
事
前
に

作
成
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
作
成
し
て

い
な
い
方
は
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、申
告
会
場
に
来
ら
れ
る
際
は
、必
ず

領
収
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
領
収
書

は
ご
自
宅
に
５
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
書
の

送
信
（
提
出
）
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
控
除
の
情
報
を
申
告
書
に
自
動
入

力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
障
害
者
手

帳
ま
た
は
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

□
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方
は
、
寄
附
先
が

発
行
す
る
領
収
書
や
寄
附
金
受
領
証
明
書

な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
書
の
送
信
（
提

出
）
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
寄
附
金
控

除
の
情
報
を
申
告
書
に
自
動
入
力
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

支
内
訳
書

※
全
て
の
事
業
者
に
対
し
記
帳
と
帳
簿
の
保

存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
必
ず
収
支
内
訳
書
（
ま
た
は
収
入
や

経
費
の
科
目
ご
と
の
金
額
を
ま
と
め
た
帳

簿
）
を
事
前
に
作
成
し
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
収
支
を
集
計
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
経
費
と
し
て
計
上
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
漁
業
、
農
業
所
得
者
は
、
出
荷
先
か
ら
の

収
入
証
明
書
が
必
要
で
す
。

□
社
会
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
方
は
、
国

民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
介
護
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

そ
の
他
社
会
保
険
料
の
支
払
金
額
が
わ
か

る
も
の
（
支
払
証
明
書
、
領
収
書
、
納
付

額
証
明
な
ど
）

※
支
払
金
額
が
わ
か
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、

控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
税
の
納
付
額
証
明
書
は
申
告
期

間
前
で
も
税
務
課
窓
口
、
い
と
く
市
民
サ

ー
ビ
ス
窓
口
、
北
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
発
行
で
き
ま
す
。
申
告
時
間

短
縮
の
た
め
事
前
取
得
を
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
の
控
除
を
受

け
る
方
は
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

（
旧
長
期
損
害
保
険
料
）
の
控
除
証
明
書

※
控
除
証
明
書
が
な
け
れ
ば
、
控
除
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
書
の

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
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⑤
給
与
所
得
者（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）で
、次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方

・
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

・
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方

・
勤
務
先
か
ら
男
鹿
市
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
（
提
出
の
有
無

は
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

・
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方

や
、
年
末
調
整
後
に
他
の
所
得
控
除
を
追

加
す
る
方

※
所
得
税
で
は
、
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
以

外
の
所
得
の
合
計
が
20
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
確
定
申
告
を
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
民
税
・
県
民
税
に
お
い
て
は
申

告
が
必
要
で
す
。

□
本
人
、
扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド

＋
運
転
免
許
証
等
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
　

証
明
書
な
ど
）

□
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
（
ハ
ガ
キ
、

納
付
書
等
）

□
給
与
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

者
の
証
明

（
配
偶
者
控
除
ま
た
は
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
配
偶
者
の
収

入
が
わ
か
る
書
類
（
給
与
、
年
金
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
））

□
事
業
（
農
業
を
含
む
）
や
不
動
産
所
得
者

な
ど
は
、
必
要
な
帳
簿
類
、
領
収
書
、
収

令
和
８
年
度
（
令
和
７
年
１
月
１
日
〜
令

和
７
年
12
月
31
日
の
収
入
に
か
か
る
も
の
）

の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
今
月
号
に
申
告
用
紙
等
を
折
り
込
み
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
市
税
務
課
、

若
美
支
所
、
い
と
く
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
お

よ
び
各
コ
ミ
セ
ン
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

①
令
和
７
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方
、
扶

養
親
族
と
な
っ
て
い
る
方

②
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
所

得
の
み
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

③
令
和
７
年
中
に
次
の
収
入
が
あ
っ
た
方

・
自
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
に
よ
る
収
入

・
小
作
料
や
家
賃
な
ど
の
不
動
産
に
よ
る
収
入

・
株
主
や
出
資
者
が
法
人
か
ら
受
け
る
剰
余

金
な
ど
の
収
入

・
生
命
・
損
害
保
険
の
満
期
、
解
約
返
戻
金

な
ど
の
収
入

・
個
人
年
金
、
原
稿
料
、
講
演
料
な
ど
の
収
入

・
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
た
収
入
　
な
ど

④
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
て
次
に
あ
て

は
ま
る
方

・
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

・
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
、
扶
養
控
除
（
源
泉
徴
収
票

に
記
載
が
な
く
追
加
す
る
場
合
）
な
ど
各

種
控
除
を
受
け
る
方

●
申
告
に
必
要
な
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク

●
申
告
が
必
要
な
方
（
※
別
紙
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

期
　
　
間
／
２
月
３
日（
火
）〜
３
月
16
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
課
税
班
　
　
24
―
９
１
３
４

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で



□
国
や
秋
田
県
、
男
鹿
市
か
ら
給
付
金
、
助

成
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
た
方
は
、
収
入
金

額
が
わ
か
る
も
の
（
通
知
書
、
通
帳
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
課
税
班

神
馬
・
戸
嶋
　
　
24
―
９
１
３
４

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
お

持
ち
の
方
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
確
定
申
告
書
等
を

作
成
で
き
、
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
（
提
出
）
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
税
額
控
除
等

の
情
報
を
申
告
書
に
自
動
入
力
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
告
相
談
会
場
は
例
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
の

確
定
申
告
を
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方
は
、「
配
偶
者

や
親
族
に
関
す
る
事
項
」、「
住
民
税
・
事

業
税
に
関
す
る
事
項
」
に
記
載
漏
れ
が
あ

る
と
、
市
民
税
・
県
民
税
の
控
除
な
ど
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
給
与
所
得
者
は
、
給
与
以
外
の
所
得
に
か

か
る
市
民
税
・
県
民
税
の
納
付
方
法
を
選

択
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
丸
枠
部
分

に
納
付
方
法
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

全　地　区

火

水

木

金

月

火

木

金

月

火

水

木

金

土

火

令和８年１月号11

●
所
得
税
「
確
定
申
告
書
　
第
二
表
」

の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

確定申告書　第二表

○ 住民税・事業税に関する事項

※日程表をご確認のうえ、お住まいの地区の相談日にお越しくださるようご協力をお願いします。都合がつかない場合は、

全地区対象日にお越しください。

※各会場の駐車場には限りがありますので、可能な範囲で公共交通機関等をご利用するなど、ご協力をお願いします。

※市役所での申告会場時（２/10～２/16および３/10～３/16）に市役所駐車場が空いていない場合は、男鹿駅前市民駐車場

をご利用ください。

○番号札交付時間：８時45分～15時　（申告相談受付時間は９時～）
※会場を離れる際は、番号札を持ち、必ず14時までに会場にお戻りください。

○受付制限人数：なし （新型コロナウイルスが５類感染症に移行したため）

○ 配偶者や親族に関する事項

２月３日

４日

５日

６日

９日

10日

12日

13日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

24日

月　日 曜日 対象地区 会　　場

椿コミセン

戸賀コミセン

北浦コミセン

市役所５階大会議室

五里合体育館

男鹿中コミセン

若美コミセン

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

２月25日

26日

27日

３月２日

３日

４日

５日

６日

９日

10日

11日

12日

13日

15日

16日

月　日 曜日 対象地区 会　　場

若 美 地 区

脇 本 地 区

船 越 地 区

若美コミセン

脇本Ｂ＆Ｇ体育館

船越コミセン

市役所５階大会議室

北 浦 地 区

戸 賀 地 区

椿　地　区

船 川 地 区

全　地　区

船 川 地 区

男鹿中地区

五里合地区

若 美 地 区

全　地　区

若 美 地 区

申告相談
日程表

●
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
簡
単
に
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
！
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！

今までの介護や高齢者の概念をシフトします！

お世話型から自立支援型へ。

今までは、「できないことをお世話する」のが

自立して生活することを目指します。

介護のイメージでしたが、「自分でできることを増やす介護」で

社会参加で生き生きと暮らしやすいまちへ。

仕事やボランティア、趣味や地域の集まりなどに

そんなまちづくりを目指します。

積極的に参加し、生涯を通じて自分らしく生きていける、

▲介護予防のための体操教室の様子
だんだん支援が
必要になっても…

できることを引き出す
サービスで状態改善へ

〇介護や支援が必要だと思ったら、お気軽にご相談ください。

問い合わせ／介護サービス課　　24－9119・地域包括支援センター　　24－3322

年齢を重ねても

輝ける男鹿市に
～一人ひとりがいつまでも自分らしく～
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■人口 （単位：人）

①年少人口

（０－14歳）
②生産年齢人口

（15－64歳）
40－64歳人口

③高齢者人口
（65歳以上）

前期高齢者
（65－74歳）

後期高齢者
（75歳以上）

人口①+②+③

推計値

1,171
5.3%
9,617
43.4%
6,777
30.6%
11,392
51.4%
4,386
19.8%
7,006
31.6%

令和６・７年度
の実績値比較

△ 71

△ 441

△ 227

△ 196

△ 293

97

△ 70822,180

実績値

1,299
5.7%
10,000
43.8%
6,970
30.5%
11,530
50.5%
4,691
20.5%
6,839
30.0%

22,829

推計値

令和７年度 令和８年度

1,270
5.6%
9,975
43.6%
6,978
30.5%
11,630
50.8%
4,689
20.5%
6,941
30.3%

22,875

実績値

令和６年度

1,370
5.8%
10,441
44.4%
7,197
30.6%
11,726
49.8%
4,984
21.2%
6,742
28.6%

23,537

■被保険者数

第１号被保険者（65歳以上）

第２号被保険者（40～64歳）

合　　　計

推計値

令和８年度

11,392

6,777

令和６・７年度
の実績値比較

△ 197

△ 227

△ 42418,169

実績値

11,532

6,970

18,502

推計値

令和７年度

11,630

6,978

18,608

実績値

令和６年度

11,729

7,197

18,926

（単位：人）

要 支 援 １

要 支 援 ２

要 介 護 １

要 介 護 ２

要 介 護 ３

要 介 護 ４

要 介 護 ５

合　　　計

推計値

令和８年度

128

285

399

617

488

364

294

令和６・７年度
の実績値比較

3

2

9

△ 10

1

△ 38

△ 31

△ 642,575

実績値

116

305

394

625

469

341

238

2,488

推計値

令和７年度

129

291

404

624

491

366

294

2,599

実績値

令和６年度

113

303

385

635

468

379

269

2,552

■要支援・要介護認定者数 （単位：人）

令和７年度の要支援、要介護認定者数は前年度と比較して全体で64人減少しており、内訳をみると重度者（要介

護４、５）の方が減少しています。

問い合わせ／介護サービス課介護班　天野　　24－9119

第１号被保険者は、住所地特例被保険者を含むことから、高齢者人口とは一致しません。

第１号被保険者数は、推計値より98人、前年度実績値より197人減少しています。

人口の全体および65歳以上の人口は減少していますが、令和７年度の75歳以上の後期高齢者の人口は前年度と比

較して97人の増加となっており、より高齢化が進んでいることが分かります。

住み慣れた地域で支え合い　いつまでも安心して暮らせるまち　男鹿市
第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画　基本理念

市では、「第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画（令和６～８年度）」を策定し、地域包括ケアシステムを深

化・推進するための取り組みを進めています。

計画の中では、毎年10月１日を基準として、人口や被保険者数、要介護度別認定者数について、将来推計を行っ

ています。ここでは令和７年度の実績値の比較と令和８年度の推計値についてお知らせします。

区分

区分

区分



広報 おが 14



令和８年１月号15

食品価格高騰給付金および灯油等購入費助成金について

食品や灯油等の物価高騰に直面し、特に家計への影響が大きい低所得世帯等（住民税非課税世帯、住民

税均等割のみ課税世帯、家計急変世帯）に対して、下記のとおり給付金等を支給します。

１．支給対象世帯、支給額について

令和７年12月１日（基準日）において、男鹿市に住民登録があり、

①同一の世帯に属する者全員の令和７年度住民税均等割が非課税である世帯（生活保護世帯を含む）

②令和７年度住民税均等割のみ課税世帯

③令和７年１月以降、予期せぬ事由により家計が急変し、年収見込額が住民税非課税相当水準以下である

と認められる世帯

【食品価格高騰給付金】 支給対象世帯　①・②・③　　１世帯当たり　20,000円

【灯油等購入費助成金】 支給対象世帯　①・③　　　　１世帯当たり　　6,000円

※住民税均等割が課税されている方の扶養親族等のみで構成されている世帯を除く。

２．手続・支給方法について

□支給対象と思われる世帯主に対して、令和８年１月上旬に案内を送付しますので、ご確認ください。

同封の案内に従って手続をお願いします。

□世帯の中に令和７年１月２日以降に男鹿市に転入した方がいる場合や、令和７年１月以降に家計が急変

した世帯の場合には、案内は送付されません。申請が必要です。

申請書を送付しますので、福祉課へご連絡ください。（市ホームページからもダウンロードできます。）

□申請期限　３月13日（金）

※この事業は国の重点支援地方交付金を活用して実施しています。

問い合わせ／福祉課　給付金事業担当　　24－9215

11
月
12
日
、
正
和
会
グ
ル
ー
プ
様
か
ら
の
指
定
寄
附
金
目

録
贈
呈
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

正
和
会
グ
ル
ー
プ
小
玉
理
事
長
は
「
少
し
で
も
地
域
の
医

療
、
介
護
、
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

語
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
医
療
福
祉
指
定
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
福
祉

防
災
・
減
災
対
策
事
業
に
充
て
ら
れ
、
災
害
発
生
時
に
福
祉

避
難
所
の
円
滑
な
開
設
・
運
営
を
図
る
た
め
、
指
定
福
祉
避

難
所
（
市
内
11
施
設
）
に
必
要
物
品
を
ま
と
め
た
ス
タ
ー
ト

ボ
ッ
ク
ス
の
配
備
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

正
和
会
グ
ル
ー
プ
よ
り

指
定
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▲目録の受け渡しをする小玉理事長
（右）と佐藤副市長（左）

▲スタートボックス（ランタン、ラ
ジオ、非常用トイレなど）



【
船
川
地
区
】

今
泉
　
良
子
（
馬
生
目
）

三
浦
　
　
聡
（
仁
井
山
、
仁
井
沢
）

竹
谷
　
優
子
（
田
中
）

夏
井
ま
き
子
（
金
川
台
）

夏
井
　
雅
伸
（
上
金
川
）

金
澤
　
正
夫
（
下
金
川
）

澤
木
　
幹
子
（
泉
台
、
元
浜
町
１
区
）

佐
藤
　
優
子
（
北
町
、
曙
町
２
区
）

三
浦
　
辰
也
（
汐
見
ヶ
丘
、旭
ヶ
丘
、緑
ヶ
丘
、西
本
町
３
区

）

夏
井
　
正
仁
（
芦
沢
南
、
南
ヶ
丘
）

籾
山
　
　
亨
（
芦
沢
１
･
２
区
）

佐
藤
　
繁
信
（
南
平
沢
、
北
平
沢
）

船
木
　
智
子
（
増
川
）

石
塚
と
み
子
（
女
川
）

佐
藤
　
　
茂
（
台
島
、
中
台
）

船
木
智
真
子
（
椿
）

三
浦
　
幸
子
（
双
六
）

佐
藤
　
弘
子
（
小
浜
）

高
橋
か
を
る
（
門
前
）

【
北
浦
地
区
】

中
山
美
和
子
（
北
浦
１
区
）

藤
原
　
春
美
（
北
浦
１
区
）

今
山
　
弘
子
（
北
浦
２
区
）

齊
藤
　
英
一
（
北
浦
３
区
）

高
野
　
純
子
（
北
浦
４
区
）

仙
北
屋
淳
子
（
北
浦
４
区
）

本
川
　
和
彦
（
相
川
）

安
田
美
智
子
（
安
全
寺
）

鈴
木
　
博
夫
（
真
山
）

関
向
　
秀
子
（
西
水
口
）

浅
野
　
浩
子
（
野
村
）

大
坂
谷
良
誠
（
湯
本
、
温
泉
、
東
山
団
地
）

三
浦
由
美
子
（
湯
の
尻
）

加
藤
　
茂
子
（
西
黒
沢
）

石
川
由
美
子
（
入
道
崎
）

加
藤
　
秋
男
（
入
道
崎
）

【
男
鹿
中
地
区
】

大
高
　
兼
美
（
浜
間
口
）

武
田
　
弓
子
（
牧
野
、
町
田
）

武
田
ル
ミ
子
（
中
間
口
）

山
下
　
龍
子
（
山
田
）

高
桑
　
春
美
（
杉
下
、
開
拓
）

宮
崎
　
秀
夫
（
滝
川
）

沢
木
　
孝
明
（
開
）

【
脇
本
地
区
】

伊
藤
　
憲
一
（
百
川
上
･
下
）

板
橋
　
淳
子
（
樽
沢
上
･
下
、
学
校
前
）

山
王
丸
良
子
（
浦
田
上
･
下
）

金
谷
　
久
子
（
飯
の
森
）

天
野
真
樹
子
（
大
倉
東
･
中
･
西
）

吉
田
　
葉
子
（
田
谷
沢
、
岩
倉
）

児
嶋
百
合
子
（
駅
前
上
）

小
山
田
　
誠
（
飯
の
町
、
中
野
）

大
石
　
貞
子
（
根
木
、
杉
山
）

天
野
ゆ
み
子
（
浜
町
、
栄
町
）

千
田
美
穂
子
（
新
町
、
荒
町
）

天
野
　
節
子
（
御
札
町
、
学
校
通
り
、
向
山
）

加
藤
　
妙
子
（
天
神
町
、
館
下
、
仲
町
）

【
船
越
地
区
】

米
谷
　
　
稔
（
寺
後
）

秋
山
真
紀
子
（
新
町
）

米
屋
　
　
修
（
新
町
）

鎌
田
　
　
満
（
中
町
）

森
元
　
淳
子
（
西
町
）

京
谷
二
三
子
（
新
地
）

杉
渕
　
愛
子
（
本
町
）

米
谷
　
洋
子
（
本
町
）

千
葉
由
紀
男
（
南
町
）

渡
部
　
恵
子
（
長
沼
）

【
五
里
合
地
区
】

薄
田
　
正
悦
（
鮪
川
、
三
本
松
）

山
口
　
静
子
（
中
石
）

加
藤
　
立
夫
（
橋
本
、
高
屋
）

杉
本
キ
ヨ
子
（
谷
地
）

真
壁
　
雅
彦
（
石
神
）

菅
原
　
　
悟
（
箱
井
）

佐
藤
　
悦
子
（
琴
川
）

【
戸
賀
地
区
】

浅
野
　
　
優
（
戸
賀
）

石
川
　
　
浩
（
戸
賀
新
町
）

原
田
　
　
貢
（
浜
塩
谷
、
浜
中
）

三
浦
由
紀
子
（
塩
浜
）

【
若
美
地
区
】

鈴
木
結
美
子
（
小
深
見
１
区
）

板
橋
　
孝
子
（
小
深
見
２
区
）

加
藤
伊
知
子
（
小
深
見
４
区
）

戸
部
真
紀
子
（
渡
部
１
区
）

安
藤
　
恒
昭
（
渡
部
２
区
）

伊
藤
　
睦
子
（
渡
部
３
区
）

戸
部
　
牧
子
（
潟
端
）

吉
田
　
　
悟
（
福
川
）

佐
藤
　
恵
子
（
角
間
崎
１
区
）

落
合
久
美
子
（
角
間
崎
２
区
）

三
浦
　
博
子
（
鵜
木
）

山
方
　
敬
子
（
道
村
）

佐
藤
　
良
子
（
本
内
）

大
越
　
　
正
（
土
花
）

木
元
　
　
均
（
野
石
）

佐
藤
　
盛
己
（
宮
沢
１
区
）

佐
藤
　
光
成
（
宮
沢
２
区
）

吉
田
　
美
晴
（
釜
谷
地
）

西
方
　
幹
生
（
五
明
光
）

【
主
任
児
童
委
員
】

松
橋
　
明
子
（
船
川
全
域
）

夏
井
　
光
子
（
船
川
全
域
）

加
賀
谷
ル
ミ
子
（
北
浦
全
域
）

古
仲
　
弘
子
（
北
浦
全
域
）

（
男
鹿
中
全
域
）

三
浦
　
孝
子
（
男
鹿
中
全
域
）

佐
藤
　
美
香
（
脇
本
全
域
）

天
野
美
貴
子
（
脇
本
全
域
）

清
水
真
由
美
（
船
越
全
域
）

飯
澤
　
征
子
（
戸
賀
全
域
）

戸
祭
　
礼
子
（
若
美
全
域
）

大
渕
　
　
薫
（
若
美
全
域
）

※
（

）
内
は
主
な
担
当
地
区
【
敬
称
略
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
１
０
７
名
を
委
嘱

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
誰
も
が
安
心

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
な
っ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
行
政
機
関
へ
の
「
橋
渡
し
役
」
を
担
っ
て
い
ま
す
。
３
年
ご
と
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、

令
和
７
年
12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

困
り
ご
と
や
悩
み
が
あ
る
と
き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

ま
た
は
主
任
児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
や
悩
み
を
持
つ
方
の
相
談

に
応
じ
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
が

児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
】
こ
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
専
門
的
に
担
当
し
、
行
政
・
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
、
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

【
候
補
者
の
募
集
に
つ
い
て
】
一
部
地
域
に
お
い
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
が
生

じ
て
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
町
内
会
（
自
治
会
）
ま
た
は
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
福
祉
班
　
太
田
　
　
24
―
９
１
１
７
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佐々木隊員、浅井隊員からの退任メッセージ

令和８年１月号17

こ
の
た
び
約
４
年
間
務
め
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
退
任
し
ま
す
。

移
住
定
住
の
相
談
対
応
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成
、
市
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
情
報
発

信
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と
の
日
々
の
関
わ
り

の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
て
き
ま
し
た
。

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
移
住
者
と
し
て
も
母
と
し
て
も
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

退
任
後
も
男
鹿
に
暮
ら
し
続
け
、
移
住
支
援

や
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
通
し
て
、
こ
の
ま
ち
に

関
わ
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

４
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

佐
々
木
　
里
保

早
い
も
の
で
退
任
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
に
加
え
、
ジ
オ
カ
フ

ェ
や
集
落
支
援
員
の
み
な
さ
ん
と
企
画
・
開
催

し
た
「
お
が
こ
ね
く
と
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ま
と
出
会
い
、
温
か

く
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
と
応
援
の
お
か
げ
で
す
。

退
任
後
も
、
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら

男
鹿
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

浅
井
　
安
奈

佐
々
木
隊
員

11
月
28
日
、
男
鹿
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
テ
ノ
ハ
男
鹿
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
地
域
の
方
々
や
市
外
か
ら
約
80
名

が
来
場
し
、
移
住
・
定
住
分
野
で
活
動
し
て

き
た
佐
々
木
隊
員
と
浅
井
隊
員
、
お
が
地
域

振
興
公
社
で
活
動
中
の
今
泉
隊
員
の
３
名
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
や
想
い
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
々
木
隊
員
と
浅
井
隊
員
は
今
年

度
で
任
期
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
２
名
の

卒
業
式
も
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
事
業
を
展
開
し
て

い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
協
力
隊
と
し
て
活
動
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浅
井
隊
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
！





Ｇ



「

▶

▶





　「放課後児童クラブ」は、保護者の就労等により放課後ご家庭で保育することが難しい世帯の児童に対して、授
業の終了後や学校休業日などに遊びや生活の場を提供し、健全育成を図ることを目的としています。
　令和８年度の利用申し込みを以下のとおり受け付けます。

【申込期間】　１月５日（月）～２月６日（金）の児童クラブ保育時間内
【実施場所】　船川児童クラブ（船川第一小学校内）
　　　　　　船越児童クラブ（旧船越保育園舎内）
　　　　　　脇本児童クラブ（脇本第一小学校内）
　　　　　　美里児童クラブ（美里小学校内）
【対　　象】　令和８年度　市内の小学校１年生～６年生
　　　　　　※ご家庭に保育ができる方がいる場合は対象となりません。
【保育時間】　平　　　日：放課後～ 19時
　　　　　　土　曜　日：７時30分～ 18時30分
　　　　　　学校休業日：７時30分～ 19時（日曜日、祝日、12/29 ～１/３は閉所）
　　　　　　※利用児童がいない場合は、閉所していることがありますので、
　　　　　　　ご了承ください。
【保育料等】　保育料月額：2,000円
　　　　　　保険料年額：400円（800円のうち保護者１/２、市１/２負担）
【申込方法】　希望する児童クラブへ直接提出してください。

▼問い合わせ／こども未来課保育未来班　小玉　 27－8074

 申込み用紙は、こども
未来課、各児童クラブ、
各保育園で配布、また
は市ホームページに
掲載しています。

令和8年度放課後児童クラブの利用申込みについて令和8年度放課後児童クラブの利用申込みについて



こども・子育て応援情報

わくわくひろば

すくすくひろば

移動ひろば

▶ －

１月のひろば情報

赤ちゃんのお世話教室

家族で楽しめるあそびのご紹介
【福笑い】



／
船
川
港
公
民
館
・
男
鹿

市
立
図
書
館

10
時
〜
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
昔

遊
び
、
ク
イ
ズ
な
ど

10
時
30
分
〜
お
は
な
し
会

11
時
30
分
〜
餅
つ
き

　

毎
月
１
回
開
催
！
皆
で
楽
し

く
脳
ト
レ
し
ま
せ
ん
か
？
初
め

て
の
方
か
ら
経
験
者
ま
で
大
歓

迎
！
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
一
緒

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

／
１
月
21
日
、
２
月
18
日
、

　
　
　

３
月
18
日（
水
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
頃
ま
で

／
北
浦
コ
ミ
セ
ン

／
８
名
（
＋
見
学
可
）

／
飲
み
物

※ 

参
加
無
料
。
当

日
参
加
可
能

　

子
ど
も
達
と
一
緒
に
汗
を
流

し
ま
し
ょ
う
！
ど
な
た
で
も
楽

し
め
ま
す
。

／
２
月
８
日（
日
）

　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

／
戸
賀
コ
ミ
セ
ン　

体
育
館

／
先
着
50
人

／
無
料

／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
内

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
に
よ
る
英
語

の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
を
行
い
ま
す
。

／
１
月
9
日（
金
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

／
無
印
良
品
い
と
く
男
鹿

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

／
年
中
児
か
ら
小
学
生

／
20
名
（
見
学
可
）

／
１
月
８
日（
木
）

　

冬
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に

イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
よ
う
！

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
て

賞
品
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
よ
う
！

／
１
月
10
日（
土
）

履
き
、
動
き
や
す
い
服
装

／
１
月
30
日（
金
）

※ 

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
も
出

来
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

一
人
暮
ら
し
の
方
や
親
子
参

加
大
歓
迎
！

／
１
月
23
日（
金
）

　
　
　

13
時
〜
14
時
15
分

　
　
　
（
12
時
30
分
開
場
）

／
若
美
コ
ミ
セ
ン　

大
集
会

室

／
１
０
０
名
程
度

※
要
申
込

　

電
話
ま
た
は
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

／
１
月
16
日（
金
）

／
秋
田
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科　

放
射
線
医
学
講
座

講
師　

和
田
優
貴 

氏

※ 

参
加
無
料
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
助
成
】婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
費

助
成
の
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
！

結
婚
支
援

　

男
鹿
市
婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
助
成
の
要
件
を
緩
和
し
、
よ

り
多
く
の
方
に
申
請
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
本
助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

最
大
１
万
円
（
１
回
に
つ
き
上
限
５
千
円
、
２
回

ま
で
申
請
可
）

 

男
鹿
市
在
住
の
独
身
者

 

秋
田
県
内
で
開
催
さ
れ
る
も
の
、
誰
も
が

見
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
で
周
知
し
、
一
般
公
募
を
行
っ
て
い

る
も
の
。



健康運動指導士が各目標に応じた運動プログラムを作成し

ます。参加者で一番多い目標は「健康的な身体を作りたい！」

です。

また、マラソンを始めたい・ダイエット・姿勢改善・退院

後や産後の筋力体力ＵＰなどのご相談も受け付けております。

まずはお気軽にご相談ください。

【実施日】月～土曜日　９時～17時　
【対象】20歳以上の男女　【料金】1,000円/回（60分）

からだスッキリ体操（初回無料）

イス・壁・物を利用した日常生活動作向上プログラムです。

身体の使い方も分かりやすく説明し、体操後はスッキリする

こと間違いなしです！健康は自分で作るしか手段はないです

よ～！まずはご参加お待ちしております。

出張スッキリ体操 in船越コミセン
１月22日（木） 13時30分～14時30分

参加費300円　※予約不要
【実施日】１月13日（火） 13時～14時

１月27日（火） 10時30分～11時30分
【対象】成人の男女【定員】15名【料金】500円/回

令和８年１月号25

図書館は、１月４日も開館

しておりますのでご利用く

ださい。

男鹿市立図書館利用案内
◆冬休みおはなし会
１月10日（土）10：30～　図書館談話室
第45回船川地区餅つき大会、船川港公民館＆図書
館クエストと同時開催です。
申込不要です。直接会場にお越しください。
◆新たなテーマ展示コーナーを設置しました。
図書館１階入り口に、職員が自信を持って紹介す
るテーマ展示コーナーを設置しました。

冬休みイベント（１/12まで）のご案内
◆毎年大好評！図書館福袋
職員おすすめの３冊が入った図書館福袋を貸出し
ます。何の本が入っているかは開けるまでのお楽
しみです。
◆わくわくドキドキボックスくじに参加しよう
５冊以上本を借りると１回くじ引きに参加できま
す。小さなプレゼントが当たります。
◆１月の休館日 １日（木）、２日（金）、３日（土）、５日（月）

13日（火）、19日（月）、26日（月）

問い合わせ／市立図書館　冨岡
23－2552 FAX 23－2553

パーソナルトレーニング（初回カウンセリング無料）

女性限定エクササイズ（初回無料）

筋力・体力ＵＰ・姿勢改善プログラムです。

マット、バランスボール、ストレッチボール、ピラティス

ボールを使用した運動を行います。

特にトレーニング時には呼吸・姿勢・使う筋肉の意識性が

重要です。健康づくりの一歩を踏み出しませんか？

【実施日】１月６日（火）・16日（金）・20日（火）・

30日（金） 10時30分～11時30分

１月９日（金）・23日（金）18時30分～19時30分

【対象】成人の女性【定員】20名【料金】500円/回

市総合体育館で健康増進や筋力・体力向上などの健康教室を開催しています！

ピラティスとは健康的な生活を取り戻すことを目的とし
たエクササイズです。インナーマッスルを鍛え体幹を強化
することで両手足の動きが柔軟になり、スムーズになりま
す。姿勢改善の効果、肩こり・腰痛の緩和、怪我の予防に
もつながります。
【会場】サンワーク　トレーニングルーム 担当／猿田氏

【実施日】１月６日（火）･30日（金）18時30分～19時30分
【対象】20歳以上の男女 【定員】20名 【料金】800円/回

ピ ラ テ ィ ス

フラエクササイズ

フラダンスを用いたエクササイズです。フラダンスのゆ
ったりした音楽と動きで体幹に刺激が入り、運動不足解消
や姿勢改善の効果があります。心身共に健康的になり気分
も前向きになります！※冬期間は温かいお部屋で行います。
【会場】男鹿市総合体育館　担当／伊東氏
【実施日】１月22日（木）10時30分～11時30分

19時～20時　
【定員】15名 【参加費】800円／回
【持ち物】運動しやすい服装、タオル、飲み物など

【持ち物】タオル、飲み物、上履き
【服　装】運動しやすい服

コースは全て予約制です。
電話予約に関しては平日８時30分～17時　
30分まで受け付け可能です。
公式LINEでは24時間受付予約可能です。

問い合わせ／男鹿地域リハビリステーション
（市総合体育館内）嵯峨　　23－3040

全コース共通事項

最後の一色　上下

和田竜著　小学館刊

しっぽのカルテ

村山由佳著　集英社刊

暁星

湊かなえ著　双葉社刊

シリアの家族

小松由佳著　集英社刊

今月の話題の本

つかめ！英語ダマン　
英会話で世界にとびだせ！編

シン・テフン作　ナ・スンフンまんが
呉華順訳　マガジンハウス刊

かいけつゾロリ
ニセゾロリあらわる！！

原ゆたか作絵　ポプラ社刊



【
会
員
募
集
】

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
新
し
い

こ
と
！

ま
だ
ま
だ
で
き
る
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
!!

セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月
か
ら
公

共
施
設
や
介
護
施
設
の
施
設
管
理

業
務
（
日
直
・
夜
勤
・
宿
直
・
清

掃
）
と
男
鹿
市
斎
場
（
火
葬
・
受

付
・
清
掃
）
に
従
事
し
た
い
方

（
60
歳
以
上
の
男
女
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
就
業
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
会
の
初
年
度
に
限
り
会
費
は

無
料
で
す
。

《
入
会
説
明
会
》

日
時
／
１
月
13
日（
火
）14
時

会
場
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

※
当
日
、
ご
都
合
が
合
わ
な
い
方

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

職
場
見
学
も
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
。

【
職
員
募
集
】

令
和
８
年
度
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
職
種
／
経
理
事
務
、
業
務
受

注
、
就
業
管
理
１
名
（
高
卒
以
上
）

採
用
試
験
／
２
月
上
旬
（
予
定
）

書
類
選
考
、
作
文
、
面
接

申
込
期
限
／

１
月
30
日（
金
）
※
必
着

※
中
途
採
用
の
場
合
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
紹
介
状
、
履
歴
書
、
職

務
経
歴
書

※
経
理
事
務
経
験
者
優
遇

※
採
用
後
、
勤
務
実
績
に
よ
り
正

職
員
に
登
用
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

23
―
２
３
０
０

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
無
料
）

日
時
／
１
月
20
日（
火
）

13
時
30
分
〜
15
時

会
場
／
子
育
て
健
康
課
（
市
役
所

２
階
）

医
師
／
今
村
病
院
　
稲
庭
千
弥
子

医
師

秋
田
中
央
保
健
所

０
１
８
―
８
５
５
―
５
１
７
１

※
前
日
の
正
午
ま
で
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

開
催
日
・
内
容
／
※
毎
週
水
曜
日

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、
筋
ト
レ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
（
毎
週
実
施
）

卓
球
（
７
日
）

ミ
ニ
テ
ニ
ス
（
14
日
）

８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
21
日
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
デ
ィ
ス
コ
ン
）

（
28
日
）

時
間
／
10
時
〜
12
時

サ
ン
ワ
ー
ク
男
鹿
　

24
―
２
５
１
１

広報 おが 26

お
知
ら
せ

男
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

１
月
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

市総合型地域スポーツクラブ【１月】

１月17日（土）９時30分～12時

教室名 実施日 会場

バスケットボール
・一般の部
１月19日（月）19時～21時
１月22日（木）19時～21時

市 総 合 体 育 館

市 総 合 体 育 館

サンワーク男鹿

お問い合わせください

脇本近隣公園ラグビー場

市 総 合 体 育 館

市 総 合 体 育 館

市 総 合 体 育 館

若 美 コ ミ セ ン

サンワーク男鹿

市 総 合 体 育 館

市 総 合 体 育 館

・ジュニアの部
１月21日（水）17時～20時

・一般の部（８人制バレーボール）
毎週金曜日９時30分～12時

１月11日（日）９時～11時30分

１月５日（月）
10時～11時30分

１月19日（月）
10時～11時30分

１月13日（火）
10時～11時30分

１月26日（月）
10時～11時30分

１月８日（木）18時～20時30分

１月22日（木）18時～20時30分

毎週火曜日 18時～21時

毎週水曜日 10時～12時

１月８日（木）10時～11時30分

１月22日（木）10時～11時30分

バレーボール

サッカー

ラグビー

スローエアロ
・ウォーキン
グ実技・スト
レッチ

スローエアロ
・筋力トレー
ニング・スト
レッチ

ウォー

キング

健康

教室

ミニテニス

卓 球 教 室

はつらつ男性教室
口腔を鍛える運動・有酸
素運動（脳トレ含む）・ス
トレッチ（筋トレ含む）

問い合わせ／
市総合型地域スポーツクラブ 23－3040
クラブマネジャー 進藤　　090－7933－7335

問

精
神
科
医
に
よ
る
心
の
健
康

相
談

問



日
時
／
２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）《
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
》

（
た
だ
し
、
３
月
１
日（
日
）は
開
設
し
ま
す
。）

９
時
〜
16
時

場
所
／
秋
田
県
労
働
会
館
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
キ
タ
」（
秋
田
市
中
通
６
丁
目
７
―
36
）

※
秋
田
北
税
務
署
内
で
は
確
定
申
告
の
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
会
場
に
専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

●
ス
マ
ホ
（
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
）
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
自
宅
か
ら
ｅ
―

Т
ａ
ｘ
で
24
時

間
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
作
成
会
場
で
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予

約
、
ま
た
は
当
日
会
場
に
お
け
る
相
談
受
付
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約
は
、
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
お
友
だ
ち
追
加
が
必
要
で
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
医
療
費

や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
情
報
を
申
告
書
に
自
動
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
申
告
書
を
ス
ム
ー
ズ
に
作
成

で
き
ま
す
。

●
申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
、
ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
、

ｅ
―

Т
ａ
ｘ
に
よ
り
送
信
（
提
出
）
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
方
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定
し
た
２
種
類
の
パ
ス
ワ
ー
ド（
注
）の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
が
無
効
化
さ
れ
て
い
な
い
か
を
来
場
前
に
必
ず
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
有
効
性
は
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
可
能
で
す
）

（
注
）利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
数
字
４
桁
）、
署
名

用
電
子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー
ド
（
英
数
字
６
〜
16
文
字
）

●
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が
分
か
ら
な
い
場
合
及
び
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
が
過
ぎ
た
場
合
、
ｅ
―

Т
ａ
ｘ
等
が
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
期
は
、
電
子
証
明
書
の
更
新

窓
口
（
市
町
村
）
の
混
雑
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
更
新
手
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
パ
ス

ワ
ー
ド
が
不
明
な
場
合
ま
た
は
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
場
合
、
市
町
村
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
等
で
初
期
化
が

可
能
で
す
）

「
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
―
０
０
―
５
９
０
１

※
音
声
案
内
に
従
い
、
０
ま
た
は

１
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

簡
単
な
自
己
紹
介
や
挨
拶
が
学

べ
る
手
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
手
話
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
14
日（
土
）

10
時
〜
12
時

会
場
／
秋
田
地
域
振
興
局
福
祉
環

境
部
　
大
会
議
室

（
潟
上
市
昭
和
乱
橋
字
古
開
１
７

２
―
１
）

対
象
／
県
内
在
住
で
、
初
め
て
手

話
に
触
れ
る
中
学
生
以
上
の
方

定
員
／
先
着
20
名
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

参
加
費
／
無
料

秋
田
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

企
画
福
祉
課

０
１
８
―
８
５
５
―
５
１
７
１

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
自
主
的
な
解

決
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
労

働
委
員
会
の
委
員
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
あ
っ
せ
ん
員
が
、
双
方
の
話

を
聞
き
、
合
意
点
を
探
る
な
ど
し

て
、
無
料
で
解
決
を
手
助
け
し
ま

す
。
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み

の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局
　

０
１
８
―
８
６
０
―
３
２
８
４
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手
話
教
室
を
開
催
し
ま
す

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
、
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

問問

秋
田
北
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
（
作
成
会
場
）
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

Andro id

iPhone

問



癒
し
の
空
間
で
リ
ン
パ
ケ
ア
を
体

感
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
／
１
月
18
日（
日
）

13
時
〜
16
時

会
場
／
サ
ン
ワ
ー
ク
男
鹿

※
前
日
ま
で
要
予
約

加
藤

０
９
０
―
８
９
２
６
―
９
６
３
０

セ
ラ
ピ
ス
ト
資
格
取
得
に
つ
い
て
（
加
藤
）

０
９
０
―
４
３
１
０
―
４
０
４
１

編 集 う ら ば な し
2026年の干支は「午」ですね。山頂が草原となってい

る寒風山は、馬などの飼料の草刈り場として活用されて

いたことで、あの景観が形成されました。また60年程前

には、若美地区だけで70頭ほど馬が飼育されていたよう

です。昔は馬も地域に馴染み深い存在だったんですね。

ちなみに私は、競争する馬を見るのが大好きです。（M）

2026年です　私の実家では、お正月に祖母の作ったお

赤飯ときりたんぽ鍋、そして家でついたお餅を食べるこ

とが習慣でした。祖母の赤飯は甘めだったので、「赤飯＝

甘いご飯」です。そのため、小さい頃はお店で売ってい

る赤飯は「味がしない！」と思っていました。皆さんの

お正月ご飯はなんですか？？　（Ｆ）

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
体
験
し
よ
う
！

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
見
学

だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
11
日（
日
）

10
時
〜
11
時

北
浦
コ
ミ
セ
ン
　
体
育
館

13
時
〜
14
時

船
越
コ
ミ
セ
ン
　
体
育
館

※
参
加
無
料

※
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、

内
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

伊
藤

０
９
０
―
７
７
９
０
―
６
３
４
０

プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
が
新
し
く
な
り

ま
し
た

ハ
ー
ト
ピ
ア
内
の
プ
レ
イ
ス
ペ

ー
ス
に
ミ
ニ
カ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
セ

ッ
ト
な
ど
の
遊
具
を
設
置
し
ま
し

た
。雨
や
雪
の
日
な
ど
、子
ど
も
の

遊
び
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
ト
ピ
ア
　

23
―
３
８
３
８

広報 おが 28

2,844世帯

321世帯

206世帯

1,098世帯

562世帯

552世帯

1,756世帯

2,494世帯

2,224世帯

5,031人

557人

318人

1,859人

883人

1,096人

3,460人

5,289人

4,283人

（－４）

（－１）

（－１）

（－13）

（ ０）

（－４）

（＋１）

（ ０）

（－７）

（＋１）

（－１）

（ ０）

（－７）

（＋１）

（－１）

（ ０）

（－１）

（－２）

地区名

船　川

椿

戸　賀

北　浦

男鹿中

五里合

脇　本

船　越

若　美

男鹿市の

人口と世帯数

令和７年11月30日現在

（住民基本台帳による）

◆人　口　22,776人

男＝10,838人

女＝11,938人

◆世帯数　12,057世帯

人口（前月比） 世帯数（前月比）

問

問

問
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情安交 通 全 報

25件（１件）

３人（０人）

26人（１人）

11月中の交通事故の発生状況

発生件数

死 者 数

負傷者数

11月（昨年）累計（昨年）

11月中の人身事故件数は２件でした。う
ち１件は死亡事故です。今一度自身の運
転を見直し、安全運転を心掛けましょう。

２件（１件）

１人（０人）

１人（１人）

いとく市民サービス窓口の一部業務休止日等

【一部業務休止日】１月18日（日）
システムメンテナンスによりマイナ

ンバーカードに関する手続きが終日で
きません。
【年始の休日】１月３日（土）まで
【祝日による休日】１月12日（月）
【市役所閉庁時】
取り扱いできない手続きもあります

のでご了承ください。

【２月２日（月）】
市・県民税 第４期

国民健康保険税 第７期

介護保険料 第７期

後期高齢者医療保険料 第７期

市税の納期限です

広報おが2026 1月 JANUARY

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat日 月 火 水 木 金 土

18

25

13

７６５４

14

21

28

８

15

22 23

29 30 31

９

16

10

17

2419 20

26 27

●若美大学
（10：30～、
若美コミセン）

●戸賀地区新春を
語る会
（11：00～13：30、帝水）
●お茶っこサロン
（10：00～12：00、
いちご工房）

●グラウンドゴル
フ月例大会
（男鹿市総合体育館）

●お茶っこサロン
（10：00～12：00、
北浦コミセン）

●第47回新春北浦
を語る会
（10：00～、
北浦コミセン）

２ ３

●第45回船川地区
新春の集い
（13：30～、
船川港公民館）

●令和８年
新春を寿ぐ会
（11：30～、
五里合体育館）

●第10回男鹿なまはげ
カップ男鹿市長杯争
奪柔道錬成大会
（男鹿市総合体育館）

●第10回男鹿なまはげ
カップ男鹿市長杯争
奪柔道錬成大会
（男鹿市総合体育館）

●第10回男鹿なまはげ
カップ男鹿市長杯争
奪柔道錬成大会
（男鹿市総合体育館）
●おむすびマーケット
（10：00～15：00、
TENOHA男鹿）

●食育の日●出張！なんでも
鑑定団in男鹿
（14：30開演、
男鹿市民文化会
館大ホール）

11 成人の日

元旦１

12
●定例行政相談会
（13：30～15：00、
脇本コミセン）

内容／心肺蘇生法およびＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取扱いなど
日時／１月18日（日） ９時～12時
場所／男鹿地区消防本部
問い合わせ／男鹿地区消防本部救急担当　　23－3119
講習は無料、申込は前日まで受け付けています。

定期救命講習会のお知らせ



広
報

〒
010－0595

秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
船
川
字
泉
台
66番

地
1

編
集
発
行
　
男
鹿
市
役
所
企
画
政
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city
.og
a
.a
kita
.jp/

T
E
L
0
1
8
5
-2
4
-9
1
2
3

№
2
7
4

令
和
８
年
１
月
１
日

広報に対するご意見、ご感想をお寄せください。
FAX：0185ｰ23ｰ2922 Eメール：p relations@city.oga.akita.jp-

〈わが家のアイドル募集中！〉 市内在住の方。年齢不問。なお、掲載は１人につき１回限りです。

妹といとこのめんどうをよく見てくれる頼もし

い兄ぃにです。

左から

工　藤　凜
り

咲
さ

ちゃん　（船　越）

登　藤　柊
しゅう

太
た

ちゃん　（船　川）

登　藤　夏
なつ

羽
は

ちゃん　（船　川）
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